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14かしはら市議会だより

は
賃
金
条
項
が
あ
り
、
市
長
が
労

務
報
酬
の
下
限
額
を
定
め
、
元
請

を
含
む
全
て
の
労
働
者
の
賃
金
を

報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い

る
。
本
市
も
、
入
札
業
者
に
対
し

条
件
づ
け
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

一般質問

竹
森　
　

衛

竹
森　
　

衛

（
日
本
共
産
党
）

本
市
の
観
光
政
策

橿
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
２

「
新
た
な
人
の
流
れ
や
交
流
を
増

や
す
」
の
３
つ
の
基
本
的
方
向
は
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

集
約
は
し
て
い
る
か
。

３
つ
の
基
本
的
方
向
は
、

「『
橿
原
』
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
」「
来
訪
者
の
増
加
を
図
る
」「
橿

原
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
」
で
あ

り
、
１
点
目
で
は
観
光
資
源
や
生

活
環
境
な
ど
の
市
の
魅
力
を
発
信

し
、
交
流
人
口
や
定
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
イ
メ
ー
ジ
・
認
知

度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
。
２
点
目

で
は
観
光
資
源
や
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

の
橿
原
運
動
公
園
や
県
立
橿
原
公

苑
等
の
資
源
の
有
効
活
用
と
交
通

ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
中
南

和
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の
「
お
も

て
な
し
」
施
策
を
展
開
す
る
。
３

点
目
で
は
歴
史
的
町
並
み
の
保
全

と
魅
力
あ
る
利
活
用
に
よ
り
ま
ち

の
活
性
化
を
図
り
、「
橿
原
市
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
構
想
を
策
定
し
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
中
心
に
都
市

圏
か
ら
の
移
住
者
の
増
加
を
目
指

す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
応

募
者
数
は
重
複
を
含
め
て
９
名
、

件
数
は
16
件
。
応
募
さ
れ
た
意
見

を
ま
と
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
主
な
意
見
（
趣
旨
）
と
市
の
考

え
方
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

基
本
的
方
向
「
来
訪
者
の
増

加
を
図
る
」
に
は
観
光
中
長
期
計

画
の
策
定
及
び
観
光
基
本
条
例
を

制
定
す
る
と
あ
る
。
平
成
13
年
の

橿
原
市
観
光
統
計
実
態
調
査
報
告

書
が
あ
る
が
、
再
度
調
査
す
る
の

か
。
観
光
振
興
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
高
い
専
門
性
と
複
数
の
組

織
が
横
レ
ベ
ル
で
連
携
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
観

光
予
算
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

観
光
基
本
計
画
を
策
定
す
る

上
で
、
必
要
と
な
る
調
査
を
本
市

独
自
で
行
う
。
調
査
は
直
接
的
な

観
光
情
報
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
必

要
な
デ
ー
タ
を
国
外
も
含
め
た
広

範
囲
に
収
集
・
分
析
を
す
る
予
定
。

本
市
の
魅
力
発
信
や
観
光
支
援
の

た
め
の
魅
力
創
造
部
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
を
中
心
に
関
係
す
る
組
織
と

連
携
し
て
観
光
基
本
計
画
を
策
定

し
、
観
光
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
そ
れ
に
必
要
な
予
算

を
計
上
し
て
い
く
。

平
成
31
年
観
光
客
数
の
目
標

と
し
て
26
年
か
ら
67
万
人
増
の
３

１
９
万
人
を
掲
げ
て
い
る
。
県
内

の
宿
泊
数
は
全
国
最
下
位
だ
が
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
で
宿
泊
客
を

増
や
す
の
か
。

27
年
度
は
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊

プ
ラ
ン
事
業
、
周
遊
ク
ー
ポ
ン
事

業
、
宿
泊
が
伴
う
よ
う
夕
刻
・
夜

間
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
首
都
圏
か

ら
の
観
光
客
誘
致
、
既
存
ホ
テ
ル

へ
の
支
援
な
ど
を
実
施
し
、
宿
泊

客
数
は
平
成
26
年
の
14
万
４
７
人

か
ら
平
成
27
年
は
15
万
４
，
９
３

２
人
に
増
加
し
た
。
今
後
は
中
南

和
の
広
域
観
光
ル
ー
ト
等
を
形
成

し
て
拠
点
性
を
高
め
、
日
本
遺
産

ブ
ラ
ン
ド
、
体
験
宿
泊
、
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

八
木
駅
前
ホ
テ
ル
の
利
用
者

を
増
や
す
方
策
、
外
国
人
来
訪
者

に
本
市
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
た
め

の
方
策
は
。

八
木
駅
前
ホ
テ
ル
を
満
室
に

す
る
方
策
と
し
て
、
本
市
の
魅
力

を
特
に
首
都
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

発
信
し
、
ま
た
鉄
道
や
道
路
交
通

の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
本
市
の
特

徴
を
さ
ら
に
生
か
す
た
め
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
や
そ
の
ハ
ブ
化

な
ど
に
よ
り
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
再
構
築
し
、
中
南
和
地
区

の
観
光
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
。

外
国
人
の
宿
泊
に
関
し
て
は
観
光

情
報
を
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
）

を
通
じ
て
海
外
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
ホ
テ
ル
事
業
者
に

対
し
外
国
人
誘
客
・
利
用
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
関
西
国
際

空
港
や
大
阪
港
へ
の
来
訪
者
な
ど

に
向
け
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進

を
図
り
、
ま
た
３
年
目
と
な
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
バ
ス
ツ
ア
ー
も
継
続

し
て
実
施
す
る
。

商
品
開
発
、
販
売
促
進
に
関

す
る
「
橿
原
２
０
２
０
の
姿
」
の

実
現
の
た
め
に
今
後
何
を
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

観
光
基
本
計
画
に
お
い
て
、

土
産
物
や
グ
ル
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
１
つ
の
施
策
と
位
置
づ
け
、
観

光
産
業
事
業
者
、
観
光
協
会
、
商

工
会
議
所
、
飲
食
店
主
、
物
販
店

主
な
ど
の
方
々
に
も
策
定
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
示
し
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

老
朽
空
き
家
の
適
正
管
理
、

空
き
家
の
利
活
用
の
推
進
は
ど
の

程
度
具
体
化
し
た
の
か
。

老
朽
空
き
家
の
適
正
管
理
は

所
有
者
等
が
対
応
す
る
こ
と
が
基

本
だ
が
、
市
民
か
ら
の
通
報
や
相

談
が
あ
れ
ば
法
に
基
づ
い
て
現
地

を
確
認
し
、
空
き
家
所
有
者
等
に

対
し
て
現
状
の
情
報
提
供
と
助
言

や
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
き
た
。

27
年
度
は
管
理
不
十
分
な
空
き
家

所
有
者
等
27
件
に
対
し
て
情
報
提

供
し
、
う
ち
15
件
に
改
善
が
見
ら

れ
た
。
来
年
度
は
橿
原
市
空
き
家

等
対
策
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。
空
き
家

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
地
域
交
流

や
活
性
化
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
な
ど
の
観
点
か
ら
、
第
三
者
に

委
ね
て
有
効
活
用
を
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
今
井
町
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
今
井
伝
建
地
区
の
空
き
家
紹

橿原市まち・ひと・しごと
創生総合戦略
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